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設置の背景・概要　等

当研究グループのLong Term Goalは、現在の２型糖尿病発症進展の根幹と考えられる、膵β細胞機能不全の病態⽣理を解明すること、および糖尿病状態
での⾎管合併症進展の分⼦機構を明らかにすることである。そして、最新の基礎研究、臨床研究の知⾒から、現状で最善と考えられる糖尿病治療体系を確⽴
し、それを糖尿病診療にあたる医師に普及を⾏うことである。
これまで我々は、糖尿病の病態⽣理におけるタンパク質分解機構、オートファジーの意義に注⽬し、研究を展開してきた。本講座では膵内分泌細胞および平滑筋
細胞におけるオートファジー機構の共通性と異質性を解明することにより、糖尿病におけるオートファジーの意義の全容解明に貢献することを⽬指す。


